
（一社）　日本サステイナブル・レストラン協会

（特非）　東京労働安全衛生センター

日本の飲食・レストランのサステナビリティを向上
させる（オーガニック野菜、持続可能な水産資源、
食品ロスの低減、自然エネルギーの使用を促す）

大気汚染防止法改正に伴うアスベスト飛散防止
対策及び災害時のアスベストばく露防止対策にお
けるリスクコミュニケーションの普及・啓発活動

 日本全域

 日本全域

活動地域

活動地域

FMG50アンケート
回答 45 ％
FMG公式 Ratingに
参加 73 ％

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 76 ％

シンポジウムの参加者 35 人

活動報告会の参加者 30 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％

知識の提供・普及啓発

はじめる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
セミナーをオンラインとリアルで11回開催し平均
38.2人が参加した。主要都市（北海道札幌市、兵庫県
芦屋市、福岡県福岡市、宮城県仙台市、愛媛県松野
町、神奈川県茅ケ崎市、広島県広島市）の7都市を訪
問、セミナーの開催や店舗でのプログラムの参加を
呼び掛けた。生産者と消費者を繋げるネットワーク
構築を1拠点にて開始するとともに、消費者の行動変
容を促すためのプログラムを開始。また日本初とな
るレストランのサステナビリティのアワードを開催
し、メディアを通じて飲食店のサステナビリティの
重要性を伝えた。

活動内容と成果
東日本大震災から11年の被災地石巻市でアスベスト
含有スレート造の建築物の現況調査を行い、石巻市
に報告、対策を提言した。被災地のアスベスト問題の
シンポジウム（オンライン）を開催した。東京都の旧
築地市場のアスベスト除去工事に伴うリスクコミュ
ニケーション活動の実践記録をまとめ、報告書を作
成、配布した。2020年大気汚染防止法が改正され、建
築物のアスベスト対策の規制が強化された。大気汚
染防止法改正を反映した「市民のためのアスベスト
対策ガイド」を作成、配布した。活動成果報告会をオ
ンラインで開催した。

課　題
日本の飲食店・レストランの原材料調達や店舗に関
連する活動が、「気候変動問題」「食品ロス」「海洋プラ
スチック問題」「水産資源の枯渇」を助長している。

目　標
加盟店が、サステナビリティの格付プログラムの実
施を通してサステナビリティの課題解決へ向けた行
動を行い、セミナーやメディアを通じて模範事例を
拡散する。

課　題
大規模自然災害や建築物等の解体・改修工事時に、
建材等に含まれる発がん物質アスベストの飛散、ば
く露防止対策に取り組み、新たなアスベスト被害の
発生を防止する。

目　標
災害地域の復旧活動や建築物等の解体・改修工事等
で、関係者が連携し、アスベスト対策についてのリス
クコミュニケーションが活発に行われるようになる。
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石巻市での石綿スレート造の建築物の現況調査石巻市での石綿スレート造の建築物の現況調査

札幌セミナー札幌セミナー

建設現場のベトナム人技能実習生建設現場のベトナム人技能実習生
の石綿講習の石綿講習

2022年はwithコロナで、飲食店への制限がなくなることを期待しており、その中
でサステナビリティの推進を一緒にできるレストランの加盟を増やす。また各地
方都市へ現地の協力団体とともに働きかけを行う。

大規模自然災害に備え、平時のアスベスト対策が問われている。行政、事業者、市
民、専門家が連携したアスベストリスクコミュニケーションの取組みが重要。今年
度の成果物を活用した啓発・普及活動に努める。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
加盟店を増加させること、また加盟
店が包括的なサステナビリティの取
組みの現状把握を行うこと。

■工夫した点
サステナビリティアワードのノミ
ネートのため、加盟店に現状把握す
るためのレーティングを実施してい
ただいた。

■苦労した点
車を乗り降りし、マップを片手に徒
歩で移動しながらの調査はかなり体
力を消耗する活動だった。

■工夫した点
東日本大震災発生時の調査記録をも
とに、マッピングした146棟のアス
ベストスレート造の建物をまわり、
劣化状況を確認した。
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